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法人企業景気予測調査（2023年1-3月期）

海外経済減速により製造業景況感は悪化も、投資意欲は旺盛日本

March 16, 2023

今回の結果

◼ 1-3月期の法人企業景気予測調査では、大企業・全産業の景況判断BSI

（季調値）が+1.2%pt（22年10-12月期▲4.7%pt）と、3四半期ぶりに改

善（プラス転換）した（図表１）。業種別では、非製造業が+4.0%ptと改

善した一方、製造業が▲4.6%ptと5四半期連続で悪化が続いた。

◼ 1-3月期の景況感の決定要因をみると、「国内需要（売上）」はプラス要因と

の見方が多い一方、「海外需要（売上）」はマイナス要因との見方が優勢だ

（図表2）。非製造業の景況感が国内経済活動の正常化を背景に改善する

一方、製造業は海外経済減速により悪化している構図がうかがえる。

◼ 22年度の設備投資（実績見込み）は、前年度比+8.6%と15年度以来の高

い伸びとなった（図表3）。

◼ 利益配分のスタンスをみると、「内部留保」の重要度が低下する一方、「従業員

への還元」の重要度が上昇した（図表4）。企業の賃上げ姿勢の高まりが表

れている。

基調判断と今後の流れ

◼ 企業景況感は、海外経済減速が下押しとなり、緩やかな改善にとどまっている。

◼ 先行きについて、製造業・非製造業ともに企業は景況感の改善を見込んでいる

（図表1）。背景として国内外の需要回復が挙げられており（図表2）、国内

経済活動の活性化や海外経済の持ち直しが期待されている模様だ。ただし、

海外経済は米欧を中心に金融引き締めによる下押しが強まっており、製造業の

企業景況感は下振れリスクが大きい。

◼ 設備投資は、デジタル化・脱炭素等の中長期視点の投資需要が強いことから、

拡大が続くだろう。23年度の設備投資計画は、前年度比+9.1%と同時期調

査としては比較可能な05年度以降で最大の伸びとなった（図表3）。

注：「上昇」－「下降」。前期と比べた景況感の方向性を
示す。

出所：内閣府・財務省「法人企業景気予測調査」より
三菱総合研究所作成

大企業景況感（季調値）1 景況感の決定要因2

設備投資計画3 利益配分のスタンス4

注：各年とも1-3月調査時点。１社３項目以内の複数回
答による回答社数構成比（大企業）。
出所：内閣府・財務省「法人企業景気予測調査」より三菱
総合研究所作成

注：各項目についての回答割合より算出（「上昇要因」－「下
降要因」）。３項目以内の複数回答。大企業・全産業。
出所：内閣府・財務省「法人企業景気予測調査」より三菱総
合研究所作成

注：ソフトウェア投資額を含む、土地購入額を除く。全規模・
全産業。13-19年度は同年度の平均値。
出所：内閣府・財務省「法人企業景気予測調査」より三菱
総合研究所作成
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